
(57)【要約】

【課題】本発明は、液晶表示パネルがフレームから取り

除かれる際に液晶表示パネルを破損させず、液晶表示パ

ネルとバックライトモジュールの組み立てコストの削減

を目的とする。

【解決手段】本発明の画像表示システム２は、バックラ

イトモジュール４１と、前記バックライトモジュール４

１と結合し、第一辺と相対する第二辺を有する液晶表示

パネル４２と、第一スプリングパーツ４３１を有するフ

レーム４３とを備え、前記液晶表示パネル４２は前記フ

レーム４３内に設置され、さらに第一辺は前記第一スプ

リングパーツ４３１に接触することを特徴とする。

上述のように、本発明の画像表示システムにおいて、フ

レーム４３に第一スプリングパーツ４３１が設置されて

いることにより、液晶表示パネル４２は第一スプリング

パーツ４３１に押しつけられて、フレーム４３内に設置

される。あるいは、スプリングパーツに押されてフレー

ム４３の中から取り除かれる。

【選択図】図２Ａ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル と 、
前 記 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル と 結 合 し 、 第 一 辺 と 相 対 す る 第 二 辺 を 有 す る 液 晶 表 示 パ ネ ル
と 、
第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ を 有 す る フ レ ー ム と を 備 え 、
前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 前 記 フ レ ー ム 内 に 設 置 さ れ 、
さ ら に 第 一 辺 は 前 記 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ に 接 触 す る こ と を 特 徴 と す る
画 像 表 示 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 第 一 側 壁 及 び 相 対 す る 第 二 側 壁 を 有 し 、 前 記 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ は 前
記 第 一 側 壁 に 設 置 さ れ 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 記 第 一 辺 と 前 記 第 二 辺 は そ れ ぞ れ 前 記 フ
レ ー ム の 前 記 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ 及 び 第 二 側 壁 に 接 触 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 表 示 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 一 側 壁 は 切 れ 込 み を 有 し 、 前 記 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ は 前 記 切 れ 込 み に 近 い 位 置
に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 画 像 表 示 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ レ ー ム は 第 三 側 壁 及 び 相 対 す る 第 四 側 壁 を 有 し 、 前 記 フ レ ー ム の 前 記 第 一 側 壁 、
前 記 第 三 側 壁 、 前 記 第 二 側 壁 及 び 前 記 第 四 側 壁 は 、 順 序 に 連 結 さ れ 、 こ の う ち 、 前 記 液 晶
表 示 パ ネ ル は 第 三 辺 及 び 相 対 す る 第 四 辺 を 有 し 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 記 第 一 辺 、 前 記
第 三 辺 、 前 記 第 二 辺 及 び 前 記 第 四 辺 は 順 に 連 結 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ に 記 載 の 画 像 表 示 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ レ ー ム は さ ら に 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ を 備 え 、 前 記 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ は 前 記
フ レ ー ム の 前 記 第 三 側 壁 に 設 置 さ れ 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 記 第 三 辺 及 び 前 記 第 四 辺 は
そ れ ぞ れ 前 記 フ レ ー ム の 前 記 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ 及 び 前 記 第 四 側 壁 に 接 触 す る こ と を 特
徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 画 像 表 示 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 画 像 表 示 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 主 に 液 晶 表 示 パ ネ ル 及 び バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル か ら 構 成 さ れ る 。 　
　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル は 光 源 を 提 供 す る こ と で 、 液 晶 表 示 パ ネ ル に 画 像 を 表 示 さ せ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　
　 従 来 の 技 術 に お け る 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ 及 び 液 晶 表 示 パ ネ
ル １ ２ を 有 す る 。 　
　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ は 、 光 源 １ １ １ 、 導 光 板 １ １ ２ 、 複 数 の 光 学 シ ー ト １ １ ４
～ １ １ ６ 、 及 び フ レ ー ム １ １ ３ を 有 す る 。 　
　 さ ら に 、 光 源 １ １ １ 、 導 光 板 １ １ ２ 及 び 複 数 の 光 学 シ ー ト １ １ ４ ～ １ １ ６ は 、 フ レ ー ム
１ １ ３ 内 に 設 置 さ れ る 。 　
　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ は 、 図 に 示 す よ う に 、 エ ッ ジ ラ イ ト 方 式 の バ ッ ク ラ イ ト モ
ジ ュ ー ル で あ る が 、 当 然 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ は 直 下 ラ イ ト 方 式 で も 可 能 で あ る
。 　
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　 ま た 、 光 源 １ １ １ は 図 に 示 す よ う に Ｌ Ｅ Ｄ で あ り 、 当 然 、 光 源 １ １ １ は 複 数 の 冷 陰 極 蛍
光 ラ ン プ （ Cold Cathode Fluorescent Lamp， Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ ） 、 あ る い は 、 冷 陰 極 平 面 蛍 光 ラ
ン プ (cold cathode flat fluorescent lamp， Ｃ Ｃ Ｆ Ｆ Ｌ )で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 光 学 シ ー ト １ １ ４ ～ １ １ ６ は 、 そ の 機 能 に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 反 射 シ ー ト １ １ ４ 、 拡 散 シ
ー ト １ １ ５ 及 び Ｂ Ｅ Ｆ （ Brightness enhancement film） １ １ ６ に 分 か れ て い る 。 　
　 反 射 シ ー ト １ １ ２ は 光 源 １ １ １ に よ っ て 放 射 さ れ た 光 線 を 再 び 導 光 板 １ １ ２ 内 に 導 き 入
れ る 。 　
　 拡 散 シ ー ト １ １ ５ は 光 源 １ １ １ か ら の 光 線 を 柔 ら か く 放 射 さ せ て 均 一 に 拡 散 さ せ る 。 　
　 そ し て 、 Ｂ Ｅ Ｆ １ １ ６ は 、 光 源 １ １ １ の 光 線 を 凝 集 さ せ て 輝 度 を 高 め る 。 　
　 液 晶 表 示 装 置 １ が 小 さ い サ イ ズ の 場 合 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ は た い て い エ ッ ジ
ラ イ ト 方 式 で 、 そ の 光 源 は 通 常 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ あ る い は フ レ ー ム １ １ ３ の 側
面 に 設 置 さ れ る こ と に よ り 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ の 厚 み を 少 な く し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 １ ２ １ 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ ー １ ２
２ を 有 す る 。 　
　 通 常 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 １ ２ １ の 一 面 が バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー
ル １ １ の 上 に 設 置 さ れ る 。 　
　 従 来 の 技 術 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ と 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ を 組 み 立 て る
場 合 は 、 通 常 両 面 テ ー プ １ ３ が バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ の 一 面 に 貼 り 付 け ら れ て か ら
、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ が バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ の 上 に 設 置 さ れ 、 両 面 テ ー プ １ ３ に
よ っ て バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ と 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ を 粘 着 さ せ て 固 定 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 両 面 テ ー プ １ ３ を 貼 り 付 け る 作 業 過 程 は 人 手 を 要 す る 。 　
　 作 業 の 際 は 、 注 意 深 く 、 正 確 に 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ を バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ に 粘
着 さ せ な け れ ば な ら な い 。 　
　 そ し て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ の 粘 着 の 際 、 曲 が る こ と が な い よ う に 注 意 し な け れ ば な ら
な い た め 、 組 み 立 て の 過 程 で 手 間 と 時 間 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ に 位 置 が 正 確 に 設 置 さ れ て い な い 場 合 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２
と バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ を は が し て 、 再 度 フ レ ー ム １ ３ の 上 に 両 面 テ ー プ １ ３ を 張
り 直 し て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ と 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ が 再 度 粘 着 で き る よ う に し
な け れ ば な ら な い 。 　
　 装 着 に 使 用 す る 両 面 テ ー プ １ ３ は 強 力 な 粘 着 力 を 有 す る た め 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ は 破
壊 的 な 剥 離 方 法 を と ら な い 限 り 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ を 剥 離 さ せ る こ と は 不 可 能
で あ る 。 　
　 さ ら に 、 取 り 外 す 際 の 力 が 適 切 で な い と 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ あ る い は 液 晶 表
示 パ ネ ル １ ２ が 破 損 す る こ と も 考 え ら れ る 。 　
　 あ る い は 、 両 面 テ ー プ １ ３ の 粘 着 剤 が バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル １ １ あ る い は 液 晶 表 示 パ
ネ ル １ ２ 上 に 部 分 的 に 残 り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ２ が 新 製 品 あ る い は 合 格 品 と し て 再 度 加 工
す る こ と が 不 可 能 と な り 、 コ ス ト の 無 駄 を 招 く こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 従 来 の 技 術 に お け る 問 題 を 解 決 す る 画 像 表 示 シ ス テ ム を 提 供 す る
こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 画 像 表 示 シ ス テ ム を 提 供 し て 、 破 壊 的 な 方 式 で
液 晶 表 示 装 置 を 組 み 立 て る の を 回 避 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に お け る 画 像 表 示 シ ス テ ム は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ
ュ ー ル 、 液 晶 表 示 パ ネ ル 及 び フ レ ー ム を 備 え る 。 　
　 液 晶 表 示 パ ネ ル は バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル と 結 合 し て お り 、 相 対 す る 第 一 辺 及 び 第 二 辺
を 有 し 、 フ レ ー ム は 第 一 ス プ リ ン グ を 有 す る 。 　
　 こ の う ち 、 液 晶 表 示 パ ネ ル は フ レ ー ム 内 に 収 納 さ れ る 。 　
　 さ ら に 、 第 一 辺 お よ び 第 二 辺 は そ れ ぞ れ 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ 及 び フ レ ー ム に 接 触 す る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 発 明 の 画 像 表 示 シ ス テ ム に お い て 、 フ レ ー ム に 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ
が 設 置 さ れ て い る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル は 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ に 押 し つ け ら れ て
、 フ レ ー ム 内 に 設 置 さ れ る 。 　
　 あ る い は 、 ス プ リ ン グ パ ー ツ に 押 さ れ て フ レ ー ム の 中 か ら 取 り 除 か れ る 。 　
　 し た が っ て 、 破 壊 的 な 方 式 で 液 晶 表 示 パ ネ ル を フ レ ー ム 内 に 設 置 し た り 、 フ レ ー ム 内 か
ら 取 り 除 い た り す る こ と が な い た め 、 液 晶 表 示 パ ネ ル が フ レ ー ム か ら 取 り 除 か れ る 際 に 破
損 す る と い う 状 況 が 回 避 で き る 。 　
　 液 晶 表 示 パ ネ ル は 取 り 外 し た 後 も 、 新 品 あ る い は 合 格 品 と し て 、 再 度 の 加 工 が 可 能 で あ
る た め 、 液 晶 表 示 パ ネ ル と バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 組 立 の 過 程 に お い て 負 担 す る コ ス ト
の 削 減 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 画 像 表 示 シ ス テ ム は 、 フ レ ー ム に 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ が 設 置 さ れ て い る こ と
に よ り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル は 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ に 押 し つ け ら れ て 、 フ レ ー ム 内 に 設 置 さ
れ る 。 　
　 あ る い は 、 ス プ リ ン グ パ ー ツ に 押 さ れ て フ レ ー ム の 中 か ら 取 り 除 か れ る 。 　
　 し た が っ て 、 破 壊 的 な 方 式 で 液 晶 表 示 パ ネ ル を フ レ ー ム 内 に 設 置 し た り 、 フ レ ー ム 内 か
ら 取 り 除 い た り す る こ と が な い た め 、 液 晶 表 示 パ ネ ル が フ レ ー ム か ら 取 り 除 か れ る 際 に 破
損 す る と い う 状 況 が 回 避 で き る 。 　
　 液 晶 表 示 パ ネ ル は 取 り 外 し た 後 も 、 新 品 あ る い は 合 格 品 と し て 、 再 度 の 加 工 が 可 能 で あ
る た め 、 液 晶 表 示 パ ネ ル と バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 組 み 立 て の 過 程 に お い て 負 担 す る コ
ス ト の 削 減 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 に 、 図 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に お け る 画 像 表 示 シ ス テ ム に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ Ａ は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の 画 像 表 示 シ ス テ ム ２ の 立 体 分 解 図 で あ る 。 　
　 画 像 表 示 シ ス テ ム ２ は バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ 及 び フ レ ー ム
４ ３ を 備 え る 。 　
　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ 及 び フ レ ー ム ４ ３ が 組 み 立 て ら れ て
液 晶 表 示 装 置 を 構 成 す る 。 　
　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ は 、 均 一 な 光 線 を 充 分 に 供 給 す る た め の も の で あ り 、 エ ッ
ジ ラ イ ト 方 式 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル で も 、 直 下 ラ イ ト 方 式 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル
で も 可 能 で あ る 。 　
　 本 実 施 例 に お い て は 、 エ ッ ジ ラ イ ト 方 式 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル を 例 と し て い る 。 　
　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ は 、 通 常 光 源 ４ １ １ 、 導 光 板 ４ １ ２ 及 び 複 数 の 光 学 シ ー ト
４ １ ３ ～ ４ １ ５ を 有 す る 。 　
　 光 源 ４ １ １ は 、 冷 陰 極 蛍 光 ラ ン プ あ る い は 発 光 ダ イ オ ー ド （ Light Emitting Diode， Ｌ
Ｅ Ｄ ） で 、 本 実 施 例 に お い て は 、 光 源 ４ １ １ は 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） を 例 と し て い る
。 　
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　 導 光 板 ４ １ ２ は 、 光 源 ４ １ １ を 均 一 に 平 面 光 線 に 導 い て 直 し 、 各 光 学 シ ー ト ４ １ ３ 、 ４
１ ４ 、 ４ １ ５ は 、 機 能 に よ っ て そ れ ぞ れ 反 射 シ ー ト ４ １ ３ 、 拡 散 シ ー ト ４ １ ４ 及 び Ｂ Ｅ Ｆ
４ １ ５ に 分 か れ て い る 。 　
　 反 射 シ ー ト ４ １ ３ は 、 光 源 ４ １ １ に よ っ て 放 射 さ れ た 光 線 を 再 び 導 光 板 ４ １ ２ 内 に 導 き
入 れ る 。 　
　 拡 散 シ ー ト ４ １ ４ は 光 源 ４ １ １ の 光 線 を 柔 ら か く 放 射 さ せ て 均 一 に 拡 散 さ せ る 。 　
　 そ し て 、 Ｂ Ｅ Ｆ ４ １ ５ は 、 光 源 ４ １ １ の 光 線 を 凝 集 さ せ て 輝 度 を 高 め る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ は さ ら に 外 側 フ レ ー ム ４ １ ６ 及 び 底 板 ４ １ ７ を 有 す る 。 　
　 必 要 に 応 じ て 、 底 板 ４ １ ７ は 省 略 す る こ と が 可 能 で あ る 。 　
　 本 実 施 例 に お い て 、 外 側 フ レ ー ム ４ １ ６ 及 び 底 板 ４ １ ７ は 、 フ レ ー ム ４ ３ と 一 体 成 型 で
設 置 さ れ る 。 　
　 光 源 ４ １ １ 、 導 光 板 ４ １ ２ 、 光 学 シ ー ト ４ １ ３ ～ ４ １ ５ 等 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４
１ の 素 子 は 、 直 接 外 側 フ レ ー ム ４ １ ６ 内 、 且 つ 底 板 底 板 の 上 に 設 置 さ れ る 。 　
　 一 般 的 に は 、 フ レ ー ム ４ ３ 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ の 外 側 フ レ ー ム ４ １ ６ 及 び 底
板 ４ １ ７ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 射 出 成 型 方 式 に よ っ て 一 体 成 型 さ れ る 。 　
　 し か し な が ら 、 こ こ で は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ の 外 側 フ レ ー ム ４ １ ６ 、 底 板 ４
１ ７ 及 び フ レ ー ム ４ ３ が 一 体 成 型 で な け れ ば な ら な い と い う 制 限 は 行 な っ て い な い 。 　
　 ま た 、 図 ２ Ｂ に 示 し た よ う に 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ の 外 側 フ レ ー ム ４ １ ６ 及 び
底 板 ４ １ ７ は 、 フ レ ー ム ４ ３ と 一 体 成 型 で は な く 、 あ ら か じ め 、 そ れ ぞ れ バ ッ ク ラ イ ト モ
ジ ュ ー ル ４ １ と フ レ ー ム ４ ３ を 製 造 し て か ら 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ を フ レ ー ム ４
３ の 一 面 に 粘 着 す る 方 法 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 引 き 続 き 、 図 ２ Ａ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　
　 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ は バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ に 隣 接 し て 設 置 さ れ 、 相 対 す る 第 一
辺 ４ ２ ４ 及 び 第 二 辺 ４ ２ ５ を 有 す る 。 　
　 さ ら に 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ は 通 常 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 ４ ２ １ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ー ４
２ ２ 及 び 接 続 部 分 ４ ２ ３ を 備 え る 。 　
　 接 続 部 分 ４ ２ ３ は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 ４ ２ １ 及 び フ レ キ シ ブ ル 回 路 ケ ー ブ ル ４ ４ に 接
続 さ れ 、 フ レ キ シ ブ ル 回 路 ケ ー ブ ル ４ ４ は 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て 、 フ
レ ー ム ４ ３ 内 の 切 れ 込 み ４ ３ ７ の 中 を 貫 通 す る 。 　
　 フ レ キ シ ブ ル 回 路 ケ ー ブ ル ４ ４ は 、 電 源 及 び 信 号 を 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ に 送 り 、 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ 基 板 ４ ２ １ 上 の 液 晶 ア レ イ を コ ン ト ロ ー ル す る 。 　
　 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の カ ラ ー 表 示 は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ を 通 し て 光 源 を 提 供
す る 必 要 が あ る こ と に よ り 、 光 線 が カ ラ ー フ ィ ル タ ー ４ ２ ２ を 通 過 し た 後 、 カ ラ ー の 画 面
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ は 、 他 の 一 組 の 相 対 す る 第 三 辺 ４ ２ ６ 及 び 第 四 辺 ４ ２ ７ を 有
す る 。 　
　 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 一 辺 ４ ２ ４ 、 第 三 辺 ４ ２ ６ 、 第 二 辺 ４ ２ ５ 及 び 第 四 辺 ４ ２ ７ は
順 序 に 連 結 さ れ る 。 　
　 さ ら に 、 第 二 辺 ４ ２ ５ と 第 四 辺 ４ ２ ７ の 間 に 形 成 さ れ る 角 は 、 第 一 定 位 角 ４ ２ ８ で あ り
、 組 み 立 て の 際 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 フ レ ー ム ４ ３ は 、 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ を 有 す る 。 　
　 さ ら に 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ は 、 フ レ ー ム ４ ３ 内 に 収 納 さ れ る 。 　
　 さ ら に 、 第 一 辺 ４ ２ ４ 及 び 第 二 辺 ４ ２ ５ は 、 そ れ ぞ れ 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、
４ ３ １ ｂ 及 び フ レ ー ム ４ ３ に 接 触 す る 。 　
　 本 実 施 例 に お い て 、 フ レ ー ム ４ ３ は 一 組 の 相 対 す る 第 一 側 壁 ４ ３ ２ 及 び 第 二 側 壁 ４ ３ ３
を 有 す る 。 　
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　 さ ら に 、 第 一 側 壁 ４ ３ ２ は 切 れ 込 み ４ ３ ７ を 有 す る 。 　
　 そ し て 、 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ は 、 第 一 側 壁 ４ ３ ２ の 切 れ 込 み ４ ３
７ に 近 い 位 置 の 両 側 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 フ レ ー ム ４ ３ は さ ら に 他 の 一 組 の 相 対 す る 第 三 側 壁 ４ ３ ４ 及 び 第 四 側 壁 ４ ３ ５ を
有 す る 。 　
　 フ レ ー ム ４ ３ の 第 一 側 壁 ４ ３ ２ 、 第 三 側 壁 ４ ３ ４ 、 第 二 側 壁 ４ ３ ３ 及 び 第 四 側 壁 ４ ３ ５
は 、 順 序 に 連 結 さ れ る 。 　
　 さ ら に 、 第 二 側 壁 ４ ３ ３ と 第 四 側 壁 ４ ３ ５ の 間 に は 第 二 定 位 角 ４ ３ ６ が 形 成 さ れ る 。 　
　 ま た 、 フ レ ー ム ４ ３ は 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ｃ 、 ４ ３ １ ｄ を 有 し 、 第 三 側 壁 ４ ３
４ に 設 置 さ れ る 。 　
　 こ の よ う に し て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 三 辺 ４ ２ ６ と 第 四 辺 ４ ２ ７ は 、 そ れ ぞ れ フ レ
ー ム ４ ３ の 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ｃ 、 ４ ３ １ ｄ 及 び 第 四 側 壁 ４ ３ ５ に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 フ レ ー ム ４ ３ は ４ 個 の ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ 、 ４ ３
１ ｃ 、 ４ ３ １ ｄ を 有 し 、 ス プ リ ン グ パ ー ツ の 厚 み は 約 ２ ｍ ｍ で あ る 。 　
　 こ の う ち 、 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 弾 力 性 が 強 く 、 さ ら
に 、 そ れ ぞ れ 切 れ 込 み ４ ３ ７ に 近 い 位 置 の 両 側 に 設 置 さ れ る 。 　
　 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ｃ 、 ４ ３ １ ｄ は 、 や や 弧 を 描 い た 形 か 、 リ ブ 型 で 、 第 三 側
壁 ４ ３ ４ に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ あ る い は 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ の 設 置 さ れ る 数 量 は 、 液 晶 表 示 パ
ネ ル の サ イ ズ に よ っ て 決 ま る 。 　
　 液 晶 表 示 パ ネ ル が 大 き い ほ ど 、 フ レ ー ム 上 に は よ り 多 く の 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ あ る い
は 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ が 設 置 さ れ る 。 　
　 ま た 、 複 数 の 第 一 あ る い は 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ は 、 組 み 合 わ せ る 力 を 考 え て 設 置 さ れ
、 平 均 に 液 晶 表 示 パ ネ ル の 縁 に 接 触 す る 。 　
　 さ ら に 、 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ あ る い は 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ の 形 状 は 、 フ レ ー ム の 構
造 に よ っ て 変 化 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 　
　 例 え ば 、 ス プ リ ン グ パ ー ツ が フ レ ー ム の 切 れ 込 み 部 分 に 設 置 さ れ る 場 合 は 、 弾 力 性 の 強
い 爪 型 あ る い は ア ー ム 型 で 、 側 壁 に 設 置 さ れ る 場 合 は 、 や や 弧 を 描 い た 形 あ る い は リ ブ 型
が 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 述 の 実 施 例 に お い て 、 フ レ ー ム ４ ３ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 射 出 成 型 方 式 で 製 造 さ れ る 。 　
　 ス プ リ ン グ パ ー ツ 及 び 側 壁 の 形 状 は 、 射 出 成 形 の 型 に よ っ て 決 ま る 。 　
　 プ ラ ス チ ッ ク を こ の 型 の 上 に 射 出 し た ら 、 た だ ち に 図 ２ Ａ に 示 し た フ レ ー ム ４ ３ が 形 成
さ れ る 。 　
　 ス プ リ ン グ パ ー ツ は 直 接 フ レ ー ム ４ ３ に 形 成 さ れ る た め 、 別 に 加 工 成 型 す る 必 要 は な い
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 さ ら に 切 れ 込 み ４ ３ ７ を も た な い 設 計 の 例 に も 応 用 さ れ る 。 　
　 こ の 時 、 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ を 省 略 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 組 み 立 て の 過 程 を 示 し た フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。 　
　 図 ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 　
　 前 述 図 ２ の 画 像 表 示 シ ス テ ム ２ の 液 晶 表 示 装 置 の 組 み 立 て 方 法 は Ｓ １ ～ Ｓ ３ の ス テ ッ プ
を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ 及
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び フ レ ー ム ４ ３ を 提 供 す る 。 　
　 本 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ は す で に あ ら か じ め フ レ ー ム ４ ３ 内 に
設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ を 押 し 付 け る こ と に よ り 、 第 一 ス
プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ を 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 一 辺 ４ ２ ４ に 接 触 さ せ る 。
　
　 こ の た め 、 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ が そ れ ぞ れ 弾 力 性 を 生 じ る 。 　
　 ま た 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ を 押 し 付 け る 際 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 三 辺 ４ ２ ６ は フ レ
ー ム ４ ３ の 第 三 側 壁 ４ ３ ３ 上 の 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ｃ 、 ４ ３ １ ｄ に 接 触 し て 、 第
二 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ｃ 、 ４ ３ １ ｄ が そ れ ぞ れ 弾 力 を 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 最 後 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ を フ レ ー ム ４ ３ 内 に 設 置 し 、 第
一 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ の 弾 力 に よ っ て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 二 辺 ４
２ ５ に 押 さ れ て 、 フ レ ー ム ４ ３ の 第 二 側 壁 ４ ３ ３ に 当 た る 。 　
　 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ｃ 、 ４ ３ １ ｄ の 弾 力 も 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 四 辺 ４ ２ ７
を 押 し て 、 フ レ ー ム ４ ３ の 第 四 側 壁 ４ ３ ５ に 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 二 辺 ４ ２ ５ と 第 四 辺 ４ ２ ７ が そ れ ぞ れ フ レ ー ム ４ ３ の 第
二 側 壁 ４ ３ ３ と 第 四 側 壁 ４ ３ ５ に 接 触 す る 時 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 一 定 位 角 ４ ２ ８ は
、 ち ょ う ど フ レ ー ム ４ ３ の 第 二 定 位 角 ４ ３ ６ に 重 な る 。 　
　 し た が っ て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ が 正 確 に フ レ ー ム ４ ３ 内 に 設 置 さ れ る た め 、 バ ッ ク ラ
イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ と 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 組 み 立 て に 少 し の 誤 差 も 生 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ Ａ は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の 画 像 表 示 シ ス テ ム ２ の 組 み 立 て 後 の 立 体 図 で あ る 。 　
　 図 ４ Ｂ は 図 ４ Ａ を 上 か ら 見 た 図 で あ る 。 　
　 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ に 示 し た よ う に 、 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ は 、 液 晶
表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 一 辺 ４ ２ ４ に 接 触 し 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 二 辺 ４ ２ ５ は 、 フ レ ー
ム ４ ３ の 第 二 側 壁 ４ ３ ３ に 接 触 す る 。 　
　 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ｃ 、 ４ ３ １ ｄ は 、 フ レ ー ム ４ ３ の 第 三 辺 ４ ２ ６ に 接 触 す る
。 　
　 そ し て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 四 辺 ４ ２ ７ は 、 フ レ ー ム ４ ３ の 第 四 側 壁 ４ ３ ５ に 接 触
す る 。 　
　 つ ま り 、 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ と 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ｃ 、
４ ３ １ ｄ が 、 そ れ ぞ れ 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ を 押 し て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 二 辺 ４ ２ ５
と 第 四 辺 ４ ２ ７ は 、 そ れ ぞ れ フ レ ー ム ４ ３ の 第 二 側 壁 ４ ３ ３ と 第 四 側 壁 ４ ３ ５ に 接 触 す る
。 　
　 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ あ る い は 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ｃ 、 ４
３ １ ｄ が 大 き な 弾 性 計 数 で あ る 時 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 二 辺 ４ ２ ５ と 第 四 辺 ４ ２ ７ は
し っ か り と フ レ ー ム ４ ３ の 第 二 側 壁 ４ ３ ３ と 第 四 側 壁 ４ ３ ５ に つ い て い る 。 　
　 ま た 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 定 位 角 ４ ２ ８ も ま た 、 フ レ ー ム ４ ３ の 定 位 角 ４ ３ ６ に ち ょ
う ど 重 な る 。 　
　 し た が っ て 、 正 確 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ を フ レ ー ム ４ ３ か ら 取 り 外 す 場 合 は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 一 辺
４ ２ ４ を フ レ ー ム ４ ３ の 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ に 向 か っ て 押 し 、 液 晶
表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 三 辺 ４ ２ ６ を フ レ ー ム ４ ３ の 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ ４ ３ １ ｃ 、 ４ ３ １
ｄ に 向 か っ て 押 す だ け で あ る 。 　
　 こ れ で 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 二 辺 ４ ２ ５ が フ レ ー ム ４ ３ の 第 二 側 壁 ４ ３ ３ か ら 離 脱
し 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ の 第 四 辺 ４ ２ ７ が フ レ ー ム ４ ３ の 第 四 側 壁 ４ ３ ４ か ら 離 脱 す る 。
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　 こ の よ う に し て 、 フ レ ー ム ４ ３ か ら 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ を 取 り 外 す 。 　
　 取 り 外 す 過 程 に お い て 、 こ れ ら の ス プ リ ン グ パ ー ツ を 押 す だ け で 、 破 壊 的 な 取 り 外 し 方
式 は 必 要 な い た め 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ 及 び フ レ ー ム ４ ３ が 簡 単 に 取 り 外 す こ と が で き る
と 同 時 に 、 取 り 外 し の 過 程 に お い て 破 損 す る と い う 状 況 を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 フ レ ー ム に ス プ リ ン グ パ ー ツ を 設 置 し た こ と に よ り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル が 直 接 フ レ ー ム 内
に 設 置 さ れ た め 、 従 来 の 技 術 に お け る 、 両 面 テ ー プ の 使 用 が 不 要 に な り コ ス ト の 削 減 が 可
能 で あ る 。 　
　 さ ら に 、 ス プ リ ン グ パ ー ツ を 使 用 す る こ と に よ り 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル と 液 晶 表 示
パ ネ ル の 定 位 角 が 重 な り 、 自 動 的 に 位 置 が 決 ま っ て 固 定 さ れ る た め 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 組
み 立 て 時 の 精 確 度 が 高 く な る 。 　
　 ま た 、 液 晶 表 示 パ ネ ル を 取 り 外 す 際 は 、 た だ 液 晶 表 示 パ ネ ル を ス プ リ ン グ パ ー ツ に 向 か
っ て 押 す だ け で 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 各 辺 と フ レ ー ム の 各 壁 面 が 分 離 し て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル
が フ レ ー ム か ら 取 り 外 せ る 。 　
　 し た が っ て 、 両 面 テ ー プ を 使 用 し て 粘 着 し た こ と で 生 じ る 液 晶 表 示 パ ネ ル 及 び バ ッ ク ラ
イ ト モ ジ ュ ー ル の 破 損 、 あ る い は 、 粘 着 剤 が 残 る と い う 状 況 が 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の 画 像 表 示 シ ス テ ム ２ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 　
　 画 像 表 示 シ ス テ ム ２ は 電 子 設 備 ３ ０ を 有 す る 。 　
　 電 子 設 備 ３ ０ は 移 動 式 の 電 話 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 、 Ｐ Ｄ Ａ 、 ノ ー ト ブ ッ ク パ ソ コ ン 、 デ ス
ク ト ッ プ パ ソ コ ン 、 テ レ ビ 、 カ ー 用 デ ィ ス プ レ ー 、 携 帯 型 デ ジ タ ル Ｄ Ｖ Ｄ ド ラ イ バ 等 で あ
る 。 　
　 前 述 の 実 施 例 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル ４ １ 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ 及 び フ レ ー ム ４ ３ は
、 液 晶 表 示 装 置 ４ ０ 内 に 設 置 さ れ る 。 　
　 さ ら に 、 液 晶 表 示 装 置 ４ ０ は 、 電 子 設 備 ３ ０ に 応 用 さ れ る 。 　
　 ま た 、 電 子 設 備 ３ ０ は さ ら に 入 力 ユ ニ ッ ト ５ ０ を 備 え る 。 　
　 入 力 ユ ニ ッ ト ５ ０ は 、 液 晶 表 示 装 置 ４ ０ 内 の 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て
、 液 晶 表 示 パ ネ ル ４ ２ に 画 像 を 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 画 像 表 示 シ ス テ ム は 、 フ レ ー ム に 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ が 設 置 さ
れ て い る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル は 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ に 押 し つ け ら れ て 、 フ レ ー
ム 内 に 設 置 さ れ る 。 　
　 あ る い は 、 ス プ リ ン グ パ ー ツ に 押 さ れ て フ レ ー ム の 中 か ら 取 り 除 か れ る 。 　
　 し た が っ て 、 破 壊 的 な 方 式 で 液 晶 表 示 パ ネ ル を フ レ ー ム 内 に 設 置 し た り 、 フ レ ー ム 内 か
ら 取 り 除 い た り す る こ と が な い た め 、 液 晶 表 示 パ ネ ル が フ レ ー ム か ら 取 り 除 か れ る 際 に 破
損 す る と い う 状 況 が 回 避 で き る 。 　
　 液 晶 表 示 パ ネ ル は 取 り 外 し た 後 も 、 新 品 あ る い は 合 格 品 と し て 、 再 度 の 加 工 が 可 能 で あ
る た め 、 液 晶 表 示 パ ネ ル と バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 組 み 立 て の 過 程 に お い て 負 担 す る コ
ス ト の 削 減 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し て 詳 述 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 は 、 こ れ ら の 実
施 例 に 限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 な ど が あ っ て も
、 本 発 明 に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の イ メ ー ジ 表 示 シ ス テ ム の 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の イ メ ー ジ 表 示 シ ス テ ム の 他 の 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 組 立 過 程 を 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の イ メ ー ジ 表 示 装 置 の 組 立 て 後 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ａ を 上 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の イ メ ー ジ 表 示 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ 　 　 　 液 晶 表 示 装 置
１ １ 　 　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル
１ １ １ 　 光 源
１ １ ２ 　 導 光 板
１ １ ３ 　 フ レ ー ム
１ １ ４ 　 反 射 シ ー ト
１ １ ５ 　 拡 散 シ ー ト
１ １ ６ 　 Ｂ Ｅ Ｆ
１ １ ４ 　 フ レ ー ム
１ ２ 　 　 液 晶 表 示 パ ネ ル
１ ２ １ 　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板
１ ２ ２ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ ー
１ ３ 　 　 両 面 テ ー プ
２ 　 　 　 画 像 表 示 シ ス テ ム
３ ０ 　 　 電 子 設 備
４ ０ 　 　 液 晶 表 示 装 置
４ １ 　 　 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル
４ １ １ 　 光 源
４ １ ２ 　 導 光 板
４ １ ３ 　 反 射 シ ー ト
４ １ ４ 　 拡 散 シ ー ト
４ １ ５ 　 Ｂ Ｅ Ｆ
４ １ ６ 　 外 側 フ レ ー ム
４ １ ７ 　 底 板
４ ２ 　 　 液 晶 表 示 パ ネ ル
４ ２ １ 　 基 板
４ ２ ２ 　 カ ラ ー ろ 過 フ ィ ル タ ー
４ ２ ３ 　 接 続 部 分
４ ２ ４ 　 第 一 辺
４ ２ ５ 　 第 二 辺
４ ２ ６ 　 第 三 辺
４ ２ ７ 　 第 四 辺
４ ２ ８ 　 第 一 定 位 角
４ ３ 　 　 フ レ ー ム
４ ３ １ ａ 、 ４ ３ １ ｂ 　 第 一 ス プ リ ン グ パ ー ツ
４ ３ １ ｃ 、 ４ ３ １ ｄ 　 第 二 ス プ リ ン グ パ ー ツ
４ ３ ２ 　 第 一 側 壁
４ ３ ３ 　 第 二 側 壁
４ ３ ４ 　 第 三 側 壁
４ ３ ５ 　 第 四 側 壁
４ ３ ６ 　 第 二 定 位 角
４ ３ ７ 　 切 れ 込 み
４ ４ 　 　 フ レ キ シ ブ ル 回 路 ケ ー ブ ル
５ ０ 　 　 入 力 ユ ニ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ３ 】

(10) JP 2008-15535 A 2008.1.24



【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ 】
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